
 

 

 

       大 妻 多 摩 中 学 校 

 

2022（令和４）年度 
 

入学試験問題 

（国際進学 帰国生入試） 

【 英語リスニング 】 

 

時間 20分 
 

【 注意事項 】 

 

１. 試験はすべて、放送の指示で行います。 

２. 指示があるまで、この冊子を開いてはいけません。 

３. 問題は５ページまであります。 

４. ページが抜けていたり印刷が見えにくい場合には、手をあげて知らせ

てください。 

５. 答えはすべて、問題の指示に従って解答用紙に記入してください。 

 

 



 

【問１A】 

２人の対話の後に質問が放送されます。その答えとして最も適切なものを、  

①～④の中から１つ選び、数字で答えなさい。放送は２回です。 

（１） 

   ①                ② 

 

 

 

 

 

 

 

   ③                ④ 

 

 

 

 

（２） 

①                  ② 

 

 

 

 

 

 

 

③                  ④ 

 

 

 

 

 



 

【問１B】 

ブラウン夫妻は家具屋でモデルルーム (下の絵) を見ながら話しています。  

二人が今住んでいる家の居間とモデルルームは、どの部分が違っていますか。   

違っているところを下の絵の ①～⑧ の中からすべて選び、番号で答えなさい。

正しくない番号を選んだ場合は減点があります。放送は１回です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【問２】 

２人の短い対話を聞き、その後に続く最も適切な応答を、放送される３つの中 

から１つ選び、数字で答えなさい。放送は２回です。 

 

（１）放送のみによる問題 

（２）放送のみによる問題 

（３）放送のみによる問題 

（４）放送のみによる問題 

 

 

 

【問３】 

２人の対話とそれについての質問が放送されます。質問の答えとして最も適切

なものを、以下の１～４の中から１つ選び、数字で答えなさい。放送は２回です。 

（１） 

１．He will design an eco-friendly car. 

２．He will produce an automobile. 

３．He will visit a car company. 

４．He will repair cars. 

 

 

 

（２） 

１．Because he wants to change his order. 

２．Because he wants his order delivered to his house. 

３．Because he wants to cancel his order. 

４．Because he wants to eat at the hamburger shop. 



 

（３） 

１．She wants to buy new tires. 

２．She wants to exchange the bike. 

３．She wants to have a bike repaired. 

４．She wants to be back in an hour. 

 

 

 

（４） 

１.  Five hours 

２.  Seven hours 

３.  One thousand yen 

４.  Two thousand yen 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【問４】 

中学１年生のサクラとケビンが放課後に教室で話しています。放送される２人

の会話を聞き、その内容に合うように、空欄を日本語で埋めなさい。放送は２回

で、１回目と２回目の放送の間に 20秒の解答時間があります。 

はじめに、要約文を読む時間をとります。時間は 20秒です。 

 

 

ケビンの母親は、昨年   １   始め、それを気に入っている。その  

理由の一つは、一日中      ２      ということだ。二つ目の理由は、 

      ３      をしたあとに１時間かけて   ４   必要がないので、

時間が節約できるということだ。 

 一方、サクラの父親は１週間のうち何日か    ５     始めた。そうする

ことで、より   ６   できて働き過ぎないので良いと考えている。また、 

     ７   が分かりやすいと思っている。 

以上のことから、サクラは「   ８   の柔軟性が大切だ」と感じた。 

 

 

 

 


